 評価規準「十分満足できると判断できる」状況の作成例…◎ 
ここでは，評価規準のうち「十分満足できると判断できる」記述について，「２年４章　平行と合同」

を例として示します。

４章　平行と合同（17時間）

　章の目標：図形にふくまれる角の性質について，実験・実測などの帰納的な方法で確かめるととも

に，これらの性質が平行線の性質などをもとにして演繹的に説明できることを理解する。

また，図形の合同の概念を明らかにし，三角形の合同条件の意味とその役割について理解

するとともに，証明の意味やしくみを知る。

　章の観点別評価規準例

	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	さまざまな事象を平行線の性質，三角形の角についての性質，三角形の合同条件などを通してとらえたり，証明のしくみを調べたりするなど，数学的に考え表現することに関心をもち，意欲的に数学を問題の解決に活用して考えたり判断したりしようとしている。
	平行線の性質，三角形についての性質，三角形の合同条件などについての基礎的な知識及び技能を活用しながら，事象を数学的な推論の方法を用いて論理的に考察し表現したり，その過程を振り返って考えを深めたりするなど，数学的な見方や考え方を身につけている。
	平行線の性質，三角形の角についての性質，三角形の合同条件などを，数学の用語や記号を用いて簡潔に表したりするなど，技能を身につけている。
	平行線の性質，三角形の角についての性質，三角形の合同条件，図形の証明の必要性と意味及びその方法などを理解し，知識を身につけている。


１節　角と平行線（8時間）

	項
	項の目標
	用語・記号
	　　観点別評価規準例　　○は「おおむね満足できると判断できる」状況（Ｂ規準例），◎は「十分満足できると判断できる」状況（Ａ規準例）

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　いろいろな
角
	○対頂角，同位角，錯角の意味を知る。また，対頂角の性質について理解する。
	対頂角，同位角，錯角
	○いろいろな角に関心をもち，対頂角の性質を調べようとしている。

◎いろいろな角に関心をもち，進んで対頂角の性質を調べ，論理的に説明しようとしている。
	○対頂角の性質を筋道立てて考えることができる。

◎対頂角の性質を，文字や式を用いて筋道立てて考えることができる。
	○対頂角，同位角，錯角を示すことができる。

◎対頂角，同位角，錯角を正確に示したり，角度を求めたりすることができる。
	○対頂角の意味と性質，同位角，錯角の意味を理解している。

◎対頂角の意味と性質，同位角，錯角の意味とその関係を理解している。

	２　平行線と角
	○平行線の性質や，平行線であるための条件について理解する。
	
	○平行線の性質や平行線であるための条件に関心をもち，それらについて調べようとしている。

◎平行線の性質や平行線であるための条件に関心をもち，それらについて図をかきながら積極的に調べようとしている。
	○平行線の性質で，同位角が等しいことをもとに，錯角が等しいことを説明することができる。

◎平行線の性質で，同位角が等しいことをもとに，錯角が等しいことを文字や式を用いて説明することができる。
	○対頂角や平行線の同位角，錯角を使って，角の大きさを求めることができる。

◎対頂角や平行線の同位角，錯角を使って，角の大きさを能率的に求めることができる。
	○平行線の性質，平行線であるための条件を理解している。

◎平行線の性質，平行線であるための条件を理解するとともに，記号を用いた命題の形式で理解している。

	３　三角形の角
	○三角形の内角と外角についての性質を，平行線の性質を使って調べる。
	内角，外角
	○三角形の角についての性質に関心をもち，平行線の性質を使って調べようとしている。

◎三角形の角についての性質に関心をもち，小学校での学習を振り返って関連づけながら，平行線の性質を使って調べようとしている。
	○三角形の角についての性質を，平行線の性質を使って考えることができる。

◎三角形の角についての性質を，平行線の性質を使って考えることができるとともに，鈍角三角形でも同じ説明でよいとみることができる。
	○三角形の角についての性質を使って，角を求めることができる。

◎三角形の角についての性質を使って，さまざまな向きに向いている三角形の角を求めることができる。
	○三角形の角についての性質を理解している。

◎三角形の角についての性質を平行線の性質と関連づけながら理解している。

	４　図形の性質と補助線
	○図形の性質を，補助線をひいて調べる。
	
	○図形の性質に関心をもち，補助線をひいて調べようとしている。

◎図形の性質に関心をもち，補助線をひいて調べようとするとともに，自分の考えを積極的に伝えようとしている。
	○図形の性質を，いろいろな補助線をひいて既習の図形の性質に結びつけて考えることができる。

◎図形の性質を，いろいろな補助線をひいて既習の図形の性質に結びつけて考えることができ，さまざまな考えを比較することができる。
	○図形の性質を使って角の大きさを求めることができる。

◎図形の性質を使って角の大きさを能率的に求めることができる。
	

	５　多角形の内角
	○多角形の内角の和を求める式を帰納的に導くことができることを理解する。
	内角
	○多角形の内角の和の求め方に関心をもち，それについて調べようとしている。

◎多角形の内角の和の求め方に関心をもち，小学校での学習を振り返って関連づけながら，それについて調べようとしている。
	○n角形の内角の和を帰納的に調べ，求め方を演繹的に導くことができる。

◎n角形の内角の和を帰納的に調べ，求め方を演繹的に導くことができ，別の求め方にも適用することができる。
	○n角形の内角の和を求めることができる。

◎n角形の内角の和を求めることができるとともに，内角が既知であるときに方程式を使って何角形であるかを求めることができる。
	○多角形の内角の意味，多角形の内角の和の求め方を理解している。

◎多角形の内角の意味を理解するとともに，多角形の内角の和の求め方を辺の数と対角線をひいてできる三角形の数との間の関係と関連づけながら理解している。

	６　多角形の外角
	○多角形の外角の和を求める式を，前項で導いた多角形の内角の和を用いて演繹的に導くことができることを理解する。
	外角
	○多角形の外角の和の求め方に関心をもち，それについて調べようとしている。

◎多角形の外角の和の求め方に関心をもち，多角形の内角の和の学習を振り返って関連づけながら，それについて調べようとしている。
	○n角形の外角の和が360°になることを帰納的に調べ，演繹的に考えることができる。

◎n角形の外角の和が360°になることを帰納的に調べ，文字を使って演繹的に考えることができる。
	○n角形の外角の和を用いて，外角や内角を求めることができる。

◎n角形の外角の和を用いて，外角や内角を能率的に求めることができる。
	○多角形の外角の意味，多角形の外角の和の求め方を理解している。

◎多角形の外角の意味を理解するとともに，多角形の外角の和の求め方を内角の和と関連づけながら理解している。

	７　図形の性質の調べ方
	○星型の５つの角の和が180°であることを題材にして，図形の性質を調べるのには，帰納的な方法と演繹的な方法があることを知り，それぞれの方法の特徴を理解する。
	
	○図形の性質の調べ方に関心をもち，実験・実測による方法と証明による方法のそれぞれの特徴を調べようとしている。

◎図形の性質の調べ方に関心をもち，実験・実測による方法と証明による方法のそれぞれの特徴を積極的に調べようとしている。
	○星型の５つの角の和の求め方を，三角形の角の性質を使って考えることができる。

◎星型の５つの角の和の求め方を，三角形の角の性質を使ったり，多角形の内角や外角の性質を使ったりして，多様に考えることができる。
	
	○実験・実測による方法と，証明による方法のそれぞれの特徴を理解している。

◎実験・実測による方法と，証明による方法のそれぞれの特徴を理解するとともに，証明による方法がいつでもいえることの重要性を理解している。

	○練習
	
	
	
	
	
	


２節　図形の合同（6時間）

	項
	項の目標
	用語・記号
	　　観点別評価規準例　　○は「おおむね満足できると判断できる」状況（Ｂ規準例），◎は「十分満足できると判断できる」状況（Ａ規準例）

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　合同な図形
	○２つの図形の関係に目を向けて合同の概念を理解し，合同な図形の性質を知る。

○２つの多角形が合同であるための条件を理解する。
	合同，≡
	○合同な図形に関心をもち，合同な図形の性質や合同であるための条件を調べようとしている。

◎合同な図形に関心をもち，合同な図形の性質や合同であるための条件を，対応する辺の長さや角の大きさを意識しながら積極的に調べようとしている。
	○２つの図形が合同であるための条件を調べ，合同条件を考察することができる。

◎２つの図形が合同であるための条件を辺の長さと角の大きさの両面から調べ，合同条件を考察することができる。
	○２つの図形が合同であることを，記号≡を使って表すことができる。

◎２つの図形が合同であることを，記号≡を使って表すことができるとともに，合同な多角形をかくことができる。
	○２つの図形が合同であることの意味，合同な図形の性質を理解している。

◎２つの図形が合同であることの意味を理解するとともに，合同な図形の性質と合同になるための条件との関係を理解している。

	２　三角形の合同条件
	○合同な三角形のかき方をもとにして，三角形の合同条件を調べ，まとめる。
	三角形の合同条件
	○２つの三角形が合同であるための条件に関心をもち，それらを調べようとしている。

◎２つの三角形が合同であるための条件に関心をもち，それらを三角形の決定条件と関連づけながら調べようとしている。
	○三角形の決定条件をもとに，合同条件を考察することができる。

◎三角形の決定条件をもとに，三角形の３つの辺と３つの角の６つの要素のうち３つの要素に着目して合同条件を考察することができる。
	○三角形の合同条件を使って，合同な三角形を見いだすことができる。

◎三角形の合同条件を使って，合同な三角形を見いだすことができ，対応する辺と角から未知の辺の長さや角の大きさをいうことができる。
	○三角形の合同条件を理解している。

◎三角形の合同条件を，三角形の決定条件に関連づけながら理解している。

	３　合同な三角形
	○三角形の合同条件を使って，２つの三角形が合同かどうか判断することができる。
	
	○三角形の合同条件に関心をもち，合同条件を使って合同かどうかを判断しようとしている。

◎三角形の合同条件に関心をもち，合同条件を使って合同かどうかを判断しようとしたり，三角形の合同条件を振り返ろうとしたりしている。
	○２辺と１つの角がそれぞれ等しいときには，必ずしも合同にならないことを反例をもとに考えることができる。

◎２辺と１つの角がそれぞれ等しいときには，必ずしも合同にならないことを反例をもとに考えたり，２つの三角形が合同になるためにはあとどの条件があればよいかを考えたりすることができる。
	○合同な三角形を見いだし，そのときの合同条件をいうことができる。

◎図形が重なっているときの合同な三角形を見いだし，そのときの合同条件をいうことができる。
	

	４　三角形の合同条件の使い方
	○図形の性質を，三角形の合同条件を使って説明することができる。また，証明の意味を知る。
	証明
	○図形の性質を証明することに関心をもち，三角形の合同条件を使おうとしている。

◎図形の性質を証明することに関心をもち，これまでに学んだ図形の性質がどのように使われているか考えようとしている。
	○三角形の合同条件を使って図形の性質を考察することができる。

◎三角形の合同条件を使って図形の性質を考察することができるとともに，どんな図形の性質をよりどころとしているかを考察することができる。
	○図形の性質の説明をする際に，記号を使って表すことができる。

◎図形の性質の説明をする際に，記号を使って能率的かつ正確に表すことができる。
	○証明の意味について理解している。

◎証明したことから新たな図形の性質を見いだすことができることを理解するとともに，証明の意味について理解している。

	５　仮定と結論
	○作図が正しいことを証明し，それをもとにして仮定，結論の意味を理解する。
	仮定，結論
	○作図が正しいことを三角形の合同条件を使って証明することに関心をもち，証明の考え方を調べようとしている。

◎作図が正しいことを三角形の合同条件を使って証明することに関心をもち，証明の考え方を調べるとともに，証明における仮定と結論の関係を調べようとしている。
	○仮定，結論や証明のよりどころを明らかにして，演繹的に考察して証明することができる。

◎仮定，結論や証明のよりどころを作図での手順と関連づけながら明らかにして，演繹的に考察して証明することができる。
	○仮定や結論を，記号を使って表し，証明の過程を適切に表すことができる。

◎仮定や結論を，作図での手順と関連づけながら記号を使って表し，証明の過程を適切に表すことができるとともに，これまで学んできた図形の性質や条件を「a ならばb」の形にいいかえることができる。
	○証明，仮定，結論の意味や証明のよりどころの役割を理解している。

◎証明，仮定，結論の意味や証明のよりどころの役割を，作図の方法と関連づけながら理解している。

	６　証明のしくみ
	○証明のしくみを理解し，証明のしくみと証明のよりどころとなることがらをまとめる。
	
	○証明のしくみに関心をもち，証明のよりどころを明らかにしようとしている。

◎証明のしくみに関心をもち，証明のよりどころをこれまでの学習を振り返りながら明らかにしようとしている。
	○証明のしくみをもとに図形の性質を考察することができる。

◎証明のしくみをもとに図形の性質を考察し，証明を読み取ることができる。
	○仮定や結論を，記号を使って表し，証明の過程を適切に表すことができる。

◎仮定や結論，証明のよりどころを，記号を使って表し，証明の過程を適切に表すことができる。
	○証明のしくみを理解している。

◎証明のしくみを理解するとともに，これまでに学習した証明のよりどころを理解している。

	○練習
	
	
	
	
	
	


３節　平行と合同の利用（2時間）

	項
	項の目標
	用語・記号
	　　観点別評価規準例　　○は「おおむね満足できると判断できる」状況（Ｂ規準例），◎は「十分満足できると判断できる」状況（Ａ規準例）

	
	
	
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な技能
	数量や図形などについての知識・理解

	１　多角形の性質の利用
	○多角形の内角の和，多角形の外角の和などの性質を利用して，いろいろな角の和を求めることができるようにするとともに，その方法を簡潔に説明できるようにする。
	
	○多角形の性質を利用していろいろな角の和を求めることに関心をもち，それらについて調べようとしている。

◎多角形の性質を利用していろいろな角の和を求めることに関心をもち，それらについて調べるとともに，形を変えたときの角の和を調べようとしている。
	○いろいろな角の和を求めるのに，多角形の性質を利用して考えることができる。

◎いろいろな角の和を求めるのに，多角形の性質や補助線を利用して多様に考えることができる。
	○多角形の性質をもとに，いろいろな角の和を求めることができる。

◎多角形の性質や補助線をもとに，いろいろな角の和を求めることができる。
	

	２　合同な図形の性質の利用
	○合同な図形の性質を利用して作図や測量などを題材としたいろいろな問題を解決することができる。
	
	○合同な図形の性質を利用して，いろいろな問題を解決することに関心をもち，それらについて調べようとしている。

◎合同な図形の性質を利用して，いろいろな問題を解決することに関心をもち，それらについて調べたり説明したりしようとしている。
	○いろいろな問題を解決するのに，合同な図形の性質を利用して考えることができる。

◎いろいろな問題を解決するのに，合同な図形の性質を利用して考えたり説明したりすることができる。
	○合同な性質を利用して，正しいことの理由を，記号を用いて表すことができる。

◎合同な性質を利用して，正しいことの理由を，記号を用いて表し，証明の過程を適切に表すことができる。
	○いろいろな問題を解決するのに，合同な図形の性質が利用されることを理解している。

◎いろいろな問題を解決するのに，合同な図形の性質を利用して証明できることを理解している。

	
	
	
	
	
	
	

	４章の問題
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